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資料５－２                                   平成 26 年 3 月 20 日 
一般社団法人日本ガス協会 

 

 

１．「保安向上計画２０２０」の概要 

本計画は、2020 年に向けた都市ガス業界としての新たな行動計画という位置付けにあり、日本

ガス協会としての実行計画と、各事業者において推進すべき目標と対策の概要をまとめたもので、

国の「ガス安全高度化計画（平成 23 年 5 月）」にてより高い水準で設定された「安全高度化指標」

達成に向け、業界一体となって保安活動を実施していくもの。平成 23 年 10 月に策定。 

 
 

基本方針 
 

私たちは、2020 年の死亡事故ゼロに向けて、都市ガス業界としての果たすべき役割を着実に実行する

とともに、お客さまおよび関係事業者等との協働について積極的に働きかけていくことで、高い保安レ

ベルの維持向上を図り、都市ガス事業の基盤強化につなげていく。 
 

 保安向上計画指標＜国のガス安全高度化指標と共通＞  ＊策定時の状況           (件/年) 
 

 安全高度化指標(2020 年時点) 05～09 年平均(生ガス CO 事故除く)

全体 
死亡事故 １件未満 ２．８ 

人身事故 ２０件未満 ３６．８ 

消費段階 

 

死亡事故 ０．５件未満 ２．６ 

人身事故 
５件未満（排ガスＣＯ中毒事故） １３．６ 

１０件未満（上記以外） １３．０ 

供給段階 
死亡事故 ０．２件未満 ０ 

人身事故 ５件未満 ８．０ 

製造段階 
死亡事故 ０．２件未満 ０．２ 

人身事故 ０．５件未満 ０．８ 

  保安向上アクションプラン(各段階における取り組みポイント)  

消費段階 業務用のお客さまの厨房排ガスCO中毒対策(機器の安全性向上と警報器の普及促

進)･生ガス漏えい着火事故(ガス栓、接続具)対策 

供給段階（供内管） 他工事事故対策･経年化対応(保安上重要建物)･自社工事事故対策･地震対策 

供給段階（本支管） 他工事事故対策･経年化対応(要対策ねずみ鋳鉄管)･自社工事事故対策･地震対策

製造段階 高経年製造設備対策･地震津波対策 

共通 救援措置要綱の改訂･リスクマネジメント手法の導入･制御系システムの情報セキ

ュリティ対策 

計画の位置づけ 

新たな国の「ガス安全高度化計画」の目標達成に

向けて、「Gas Vision２０３０」における、2030 年

に向けたガス保安の維持・向上に関する取り組みの

下、環境変化等に対応したガス保安対策における行

動計画「保安自主行動計画｣を総括した上で内容を

取り込み、“2030 年を見据えた 2020 年”を目標年と

した都市ガス業界としての活動計画。 

本計画における取り組み（都市ガス業界） 

国

ＪＧＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gas Vision ２０３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年策定　目標年2030年

2020年 2030年

総括したうえで
内容を取り込み

国の計画に対する業界としての
活動計画を策定

2010年2000年

ガス安全高度化計画
2011年策定  目標年：2020年

  保安向上計画２０２０
2011年策定

目標年：2020年

ガス安全高度化検討会報告書
1998年策定   目標年：2010年

ガス安全高度化への取り組み
2000年策定　目標年2010年

保安自主行動計画
2008年策定

都市ガス業界における保安の取組み 



 2

２．平成 25 年度の主な取組み状況 

（１）指標の達成状況 

 
 (*1)警察および当該ガス事業者による原因調査中

 

（２）主な取組み施策の例 

 ①消費段階における保安対策 

  ・国の安全広報事業との相乗効果を狙った「ガスと暮らしの安心」運動の推進（9～11 月に業

界内共通のガスの安全使用周知広報活動として集中推進） 

  ・不完全燃焼防止装置なし小型湯沸器等の非安全型機器の継続的な取替促進 

 ②供給段階及び製造段階における保安対策 

  ・本支管経年管対策：４大事業者の 2015 年度末、その他事業者の 2020 年度末までのねずみ鋳

鉄管（要対策導管）の対策完了に向け対策継続中。 

  ・灯外埋設内管対策：４大事業者の 2015 年度末、その他事業者の可能な限り 2015 年度末まで

の保安上重要な建物の対策完了に向け対策継続中。 

 ③災害対策 

  ・平成 24 年 5 月の災害対策ＷＧ報告書でとりまとめられた実行計画も含め計画的に推進中。 

   ◇設備対策：ＰＥ管等耐震性の高い導管への継続的な取替促進 等 

   ◇緊急対策：供給停止判断基準の見直し、液状化・盛土崩壊等エリアのリスト化 等 

   ◇復旧対策：病院等重要設備への安定供給の向上 等 

 

以上 

 絶対値が小さいため年や項目により

ばらつきがある。 
3 ヵ年移行平均値の傾向（左図）から

は、着実に指標に近づきつつあること

が認められるものの、2020 年の指標達

成に向け今後も関係者と協働しながら

業界を挙げて取組んでいく。 
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       都市ガス事故報告件数の推移データ 

 

 

１． 都市ガス事故報告件数（詳報事故）の推移 

         

 

 

２． 都市ガス起因のガス事故による死亡者数の推移 

         

 

ご参考 


